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整 理 番 号  2017Ｍ-073 

補助事業 名 平成29年度安全･安心･快適な国土形成に資する地下空間利用の調査補助  

事業 

補助事業者名   一般財団法人エンジニアリング協会 

 

１ 補助事業の概要 

 

（１）事業の目的 

国土強靭化のためのインフラ整備によって安全・安心を確保することとともに、急速な

高齢化社会の進展を考えると、災害への防備だけでなく、国民が快適に過ごすための地下

空間利用の検討が重要な課題となっている。水害などへの防備が可能な発電施設などの地

上施設の一部地下化、未利用の地下空間を含む既存地下施設の再開発を目指し、そのため

の安全・安心・快適な地下空間利用の効果的な方策について提案を行うことを目的とする。 

 

（２）実施内容  https://www.enaa.or.jp/jka-subsidy-business/h29 

安全・安心・快適な国土形成に資する地下空間利用の調査 

 

１）調査研究の概要 

本事業では平成28・29年度の2年間で調査を実施した。 

平成28年度は①地下歩道ネットワーク整備による快適な社会、②エネルギー施設強靭

化、③地下の立体的利用による都市生活基盤整備、④交通網施設の強靭化の４テーマに

ついて、情報収集と課題抽出を行った。この結果を踏まえて、平成29年度は、地下歩道

ネットワークの快適性に関する調査や、離島における電力供給のあり方に関する提案、

あるモデル地域を対象に安全・安心、利便性・快適性に関する課題解決のために付加す

べき機能の選定、東京都区部東部における地下空間利用が有効と考えられる道路プロジ

ェクトの検討提案等を行った。 

 

２）調査研究の具体的実施内容 

4つの部会において、それぞれ①地下歩道ネットワーク、②エネルギー施設、③都市生

活基盤、④交通網施設、という検討テーマに関して、調査検討を行い、幹事会において、

全体の調整を行った。別紙1に示したとおり、各部会は、それぞれ年度内6～10回、幹事

会は年度内7回開催し、調査検討と報告書作成を行った。部会･幹事会の会合以外には、

安全・安心・快適性の観点から、実際のインフラ関連施設を対象に現地調査、ヒアリン

グを実施した（例：写真-1～4、表-1）。 

 

https://www.enaa.or.jp/jka-subsidy-business/h29
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写真－3 名古屋市住宅都市局街

路計画課でのヒアリング状況

（10/24） 

写真－1 江戸川区危機管理室での

ヒアリング状況（8/10） 

写真－2 実験集合住宅 NEXT21

でのヒアリング状況（10/4） 

写真－4 喜界土地改良区でのヒ

アリング状況（11/20） 
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表-1 現地調査・ヒアリングの実施状況 

訪問先 調査日 現地調査内容 

足立区危機管理部、 

都市建設部 

H29 

7/20 

区役所にて、足立区が策定している地域防災計画

の内容を中心にヒアリング調査を実施した。 

日本貨物鉄道㈱ 

関東支社隅田川駅 
7/26 

隅田川駅にて、明治以降の日本の工業化と経済の

高度成長を物流面から支え、今後もモーダルシフ

トによる更なる発展が期待されている鉄道貨物輸

送について、ヒアリング調査を実施した。 

江戸川区危機管理室 8/10 

区役所にて、江戸川区が策定している地域防災

計画の内容を中心にヒアリング調査を実施し

た。 

鹿児島市建設局 

道路部道路管理課、 

都市計画部市街地まちづ

くり推進課、 

鹿児島県地域振興局建設部

土木建築課 

9/28～

29 

市役所にて、鹿児島中央駅前地下広場「つばめロ

ード」に関して、ヒアリング調査を実施した。県

庁にて、鹿児島県の無電柱化に関するヒアリング

調査を実施した。 

隅田川駅利用運送事業者  

日本運輸倉庫㈱隅田川ニ

ッソウセンター、 

日本通運㈱隅田川コンテ

ナ事業所 

10/3 

「隅田川駅」を利用する運送事業者で、駅構内に

物流拠点を構える「日本運輸倉庫㈱」と「日本通

運㈱」の 2 社を対象に、輸送量、輸送ルート、現

状の課題についてヒアリング調査を実施した。 

神戸市水道局、 

㈱関電エネルギーソリュ

ーション、 

大阪ガス㈱、 

大阪地下街㈱ 

10/3～4 

神戸市水道局奥平野浄水場にて大容量送水管整

備事業について、中之島フェスティバルタワー

にて地域熱供給システムについて、実験集合住

宅NEXT21にて近未来の都市型集合住宅のあり

方について、地下街「ホワイティうめだ」にて

地下街の管理運営について、それぞれヒアリン

グ調査を実施した。 

名古屋市住宅都市局街路計

画課、 

㈱セントラルパーク、 

㈱エスカ 

10/24～

25 

市役所にて、名古屋市の地下街の現状及び将来計

画についてヒアリング調査を実施し、名古屋市栄

地区の㈱セントラルパークおよび名古屋駅地区の

㈱エスカの２地下街にてヒアリング調査を実施し

た。 

喜界土地改良区、 

喜界町役場、 

九州電力㈱ 

11/20～

21 

喜界島の土地改良区及び町役場にて、かんがい施

設および島内の災害や電力状況についてヒアリン

グ調査を実施した。九州電力㈱鹿児島送配電統括

センターにて、喜界島の電力供給についてヒアリ

ング調査を実施した。 

富山市 

企画管理部未来戦略室、 

上下水道局松川雨水貯留

施設 

北越急行㈱本社 

11/28～

29 

市役所の企画管理部未来戦略室にて、富山市レジ

リエンス戦略、富山市国土強靭化地域計画等に関

して、ヒアリング調査を実施し、上下水道局にて、

松川雨水貯留施設事業の概要説明を受け、工事現

場を見学した。北越急行㈱本社にて、貨客混載輸

送について、ヒアリング調査を実施した。 
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２ 予想される事業実施効果 

温暖化や気候変動等による自然-災害リスクが高まる中、国土強靭化の推進、高齢化社会

や観光立国に向けた安全・安心・快適なインフラ整備が重要になりつつある。このため、

国や地方自治体と民間事業者等が連携して進める必要があり、これらを含む研究会組織と

して地下空間利用に対する提案を行うことは大きな影響力が期待できる。インフラ整備に

当たっては、今後の維持管理も含めた新規及び再開発における地下空間利用を提案するこ

とにより、管理・制御・監視システム等の新規需要の創出や施設建設等が機械工業振興の

持続的な発展に寄与すると考えられる。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

平成２９年度 安全・安心・快適な国土形成に資する地下空間利用の調査補助事業 報告書 

（ https://www.enaa.or.jp/?fname=2017m-073.pdf ） 

   

 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし。 

 

 

 

 

https://www.enaa.or.jp/?fname=2017m-073.pdf
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人エンジニアリング協会 

（イッパンザイダンホウジンエンジニアリングキョウカイ） 

住  所： 〒105-0001 

東京都港区虎ノ門三丁目１８番１９号 虎ノ門マリンビル10階 

代 表 者： 理事長 大下 元 （オオシタ ハジメ） 

担当部署： 総務部 （ソウムブ） 

担当者名： 課長 中村裕己 （ナカムラ ヒロミ） 

電話番号： 03-5405-7203 

F  A  X： 03-5405-8201 

E - m a i l： hiromi@enaa.or.jp   

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.enaa.or.jp 

https://www.enaa.or.jp/

